
調査にご協力くださった方々・団体（五十音順、敬称略）
青木芽衣、青木佳子、浅川幸子、足達菜葉、新城颯太、池内恭子、池内由美子、池田十三生、石川愼吾、市川広基、
市村聖子、伊藤万里子、稲垣典年、井上幸、猪野律、岩田美緒、岩田悠志、上田悠磨、上野守幸、魚澤伊佐子、
宇賀裕生、宇田英一、江口秋美、榎弘實、大倉浩典、大﨑昭雄、大谷由香、大野清志、大野美香、大利卓海、
小笠原彰子、岡村志保、小川大輔、沖上茂人、奥宮鈴子、小原正江、片岡信一、鎌倉昭夫、川村恒介、川村近子、
北添修、木伏克実、木村宏、キャメロンキルガワー、楠瀬雄三、國澤厚仁、栗原妙子、鴻上泰、河野京弥、古谷眞二、
小松冴、近藤英文、近藤由美、酒井恵子、酒井隆昌、酒井泰一、坂本彰、笹岡宗生、佐々木英男、佐々木康子、
佐田博子、里見和彦、嶋崎恵美子、島崎和子、島田有美、清水謙次郎、下村憲一郎、下村公水、新谷宗義、杉本清子、
瀬尾明弘、関田泰子、高橋裕子、高橋眞起、竹内清治、竹内隆、竹内久宜、竹田茂男、武市和枝、田城松幸、田城光子、
谷サダ子、谷種子、玉井恭一、田村麻美子、田村満香、田村勇勝、近森政一郎、辻井綾香、筒井徳和、恒石真帆、
手島敬子、戸梶友子、中石シゲ、長岡唯一、中田麻祐子、中平勝也、中平謙一、中屋則夫、馴田正満、西岡小夜子、西岡潤、
西岡ミツ子、西澤敬子、西村善則、奴田原藻子、野島ひとみ、野瀬美智、萩野善久、橋本季正、馬場誠、馬場由実子、
濱田紀子、伴ノ内珠喜、樋口延幸、廣岡エリカ、廣瀬眞智、深田英久、深田理恵、福原宏、藤岡ユカ、古沢政光、
細川公子、細川敏水、堀内和美、堀尾朝代、堀清鷹、前田綾子、前田博史、又川和男、松岡亜矢子、松本孝、松本忠博、
松本満夫、眞野晴江、宮﨑貞子、宮本一花、宮本恵子（高知市）、宮本恵子（土佐市）、森澤仁世、森繁、森野高明、
矢野愛子、矢野啓介、山岡和興、山岡重隆、山崎憲男、山崎廣、山下修、山下幸利、山中直秋、山中まゆみ、
山ノ内崇志、山本喜一、山本淳子、山本大祐、山本多恵、山本幸憲、依光忠宏、高知県畜産試験場、
高知県土木部河川課

■外来種被害予防三原則を守りましょう！
高知県の生物多様性を守るために、私たち一人一人が三原則を心がけていきましょう。
1．入れない　～悪影響を及ぼすおそれのある外来種を自然分布域から非分布域へ「入れない」
2．捨てない　～飼養・栽培している外来種を適切に管理し、「捨てない」（逃がさない・放さないことを含む）
3．拡げない　～既に野外にいる外来種を他地域に「拡げない」（増やさないことを含む）
引用：環境省HP（https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/invasive.html　2018 年 1月 17日閲覧）

多くの皆さまにご協力いただきました。お礼申し上げます。
このたびの外来植物調査を含め、これまで高知県の調査活動に多大な貢献をしてくださった調査ボラン
ティアの川村恒介氏が 2017年 7月末に急逝されました。ご冥福をお祈りいたします。

図 1. サンプルが採集された地点 .

写真 2. 県内で新たに確認されたオトメフウロ .

写真 1 ： 調査の様子 .
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外来植物調査は高知県受託事業「外来種（植物）生育分布調査業務」および公益財団法人日本科学協会笹川研
究助成「ストップ the　外来植物」によって行われました。

■調査について
「みんなで調べる高知県の外来植物」の調査対象 5種は確認した全地点での調査をお願いいたします。
※オオキンケイギクは特定外来生物です。採集時にはタネができていない若い花を選び、タネがこぼれな
いよう取り扱いに十分に注意してください。採集後は袋等に密封して移動させてください。

■今後のスケジュール
2018年 3～11月　第二期調査期間
2018年 12月　データ集計開始
2019年 2月 ニュースレター発行、実行委員会開催

2017 年調査結果の概要

事務局からのお知らせ

2017 年 9 月 13 日（安田町）

　高知県の外来植物の分布と生育現状を把握し、
生物多様性保全に向けた基礎資料を作成すること
を目的に、2016 年 7月から外来種予備調査をスター
トしました。2017 年 4 月からは、高知県でこれか
ら分布を拡大すると予測される外来種 5 種を選定
し、「みんなで調べる高知県の外来植物調査」とし
て広く県民の皆様に参加を呼びかけた調査と、調
査ボランティアが中心となり旧市町村ごとに生育
する全ての外来植物を調査する「ブルーリスト調
査」の 2つの方法で 2カ年計画の外来種調査を行っ
ています。ブルーリスト調査では、県内に生育す
る外来植物の市町村別分布リストを作成し、高知
県における「注意すべき外来種」をリストアップ
します。調査を市民協働で行うことで、身近な自
然の変化に気づき、外来植物に対する関心を高め、
生物多様性をみんなで守っていく機会にしたいと
考えています。
　これまで収集されたデータは 5,102 件、161 名の
方々にご協力いただきました（2017 年 12 月末ま

で）。調査で採集された外来種は 418 種、国内帰
化種（他県には自生しているが、高知県に元々自
生していない種）4 種、国内移入検討種（高知県
に自生している種だが、採集個体は移入と思われ
る種）4 種でした（2-3 頁表 1）。このうち、シロ
ガラシ（アブラナ科）やハイクサネム（マメ科）、
オトメフウロ（フウロソウ科）など 30 種が県内
で新たに確認されました。
　サンプルが採集された地点を図1に示しました。
高知市周辺や海岸部、国道沿いで多く、県内 974
地点で採集されています。生活圏周辺で調査・採
集が容易であったことも考えられますが、県内で
の外来植物の生育状況は、市街地を離れるにつれ
外来種が少なくなる傾向があるようです。2018
年の調査では、さらに正確な分布が把握できるよ
う、網羅的に調査を行う予定です。皆様のより一
層のご協力をお願いいたします。

外来植物調査ニュースレター外来植物調査ニュースレター
№ 1Feb. 9, 2018

分布図の背景地図は国土交通省国土政策局「国土数値情報（行政区域データ、
平成 12年）」および「国土数値情報（道路データ）」をもとに外来植物調査事
務局が編集・加工 .

2017 年 4 月 30 日（芸西村）



表 1. みんなで調査対象 5 種と特定外来生物 （植物） の調査結果 .

図 2. 5 種が採集された地点 .

【引用文献】岡本達哉（2013）高知県で初確
認されたメリケントキンソウ . 植物研究雑誌
88(3)194.

【引用文献】澤良木庄一（2002）四万十川の植物自然 . pp231. 
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　「みんなで調べる高知県の外来植物」では、観
賞用として栽培されているイリオモテアサガオ
（ヒルガオ科）やヤナギバルイラソウ（キツネノ
マゴ科）、特定外来生物のオオキンケイギク（キ
ク科）、タネに鋭い刺がありケガをする可能性が
あるメリケントキンソウ（キク科）、冷涼な気候
を好むハルガヤ（イネ科）の 5種が、県内でどれ
くらい分布を拡大しているか調査しました。
2017年 4月からのべ 466人の方々にご協力い
ただき、669件のサンプルが収集されました。
　調査対象 5種の中で最も多く集まったのがオオ
キンケイギクです。オオキンケイギクは県内 37
旧市町村 283サンプルが収集されました（図 2）。
サンプルが採集された生育環境は、道路沿いが最
も多く、人家の庭や墓地などでも確認されました。
このことから、オオキンケイギクは“特定外来生物”
であり、栽培が禁止されていることを知らない県
民の方がまだ多くいると思われ、今後一層の普及

啓発が必要です。次に多く集まったのがイリオモ
テアサガオで、海岸部を中心に広く確認され、37
旧市町村 198サンプルが収集されました。調査
では人家の庭に植えられたものが野生化したり、
空き家を覆い尽くしているところがみられまし
た。ヤナギバルイラソウは街中の路傍や側溝で多
く確認されており、31旧市町村 153サンプルが
収集されました。これら 3種は、観賞目的で栽培
されている個体からの逸出と思われる個体が確認
されています。
　メリケントキンソウは 2008年（標本採集は
2011年）に高知市鷹匠町で初めて確認された（岡
本 2013）南アメリカ原産の越年草の外来種です。
今回の調査では、13旧市町村 30サンプルが収集
され、県内各地の道の駅や駐車場、公園、河川敷
の遊歩道など、主に芝生の中に生えていました。
子どもの遊び場となるところでは結実する 5月頃
からタネでケガをしないように注意が必要です。

　特定外来生物は、外来生物の中で、人の生命・
身体、生態系、農林水産業へ被害を及ぼすもの、
または恐れのあるものの中から、外来生物法に基
づき、植物では 16種類が指定されています。県
内に生育する特定外来生物は、これまでアゾラ・
クリスタータ（アカウキクサ科）、アレチウリ（ウ
リ科）、オオフサモ（アリノトウグサ科）、オオカ
ワヂシャ（ゴマノハグサ科）、ミズヒマワリ、ナル
トサワギク、オオキンケイギク（キク科）、ボタン
ウキクサ（サトイモ科）の 8 種が確認されていま
した。これに加え、今回の調査でオオハンゴンソ
ウ（キク科）が津野町（旧東津野村）で確認され
たことから 9種になりました。
　北アメリカ原産のアレチウリは、仁淀川河川敷
の 2ヶ所で確認されました。どちらも河原一面を
覆うほど繁殖はしていませんが、繁殖力が旺盛な
ため、今後も注意が必要です。南アメリカ原産の
水草であるオオフサモは、今回の調査では田野町、
旧香我美町、高知市、佐川町のほか中村市、宿毛
市など 11の旧市町村の河川や用水路に生育して

いることが確認されました。しかし、水辺環境で確
認しづらいこともあり、実際にはこれ以上分布して
いる可能性があることから、2018年の調査ではよ
り詳細に調査していく必要があります。中南米原産
の抽水植物のミズヒマワリは高知市春野の新川川の
河岸約 3.5kmにわたってパッチ状に群生している
ほか、香南市野市町深渕の親水公園で生育が確認さ
れています。　北アメリカ原産のオオキンケイギク
は前述のとおり県内 53旧市町村のうち 37市町村
からサンプルが収集され、県内に広く分布している
ことが確認されました。マダガスカル原産のナルト
サワギクは海岸近くを中心に確認されました。この
植物は 1996年に旧中村市の四万十川川辺で確認
（標本は 1998年）されており（澤良木 2002）、
古くから散発的に侵入し、場所によっては定着して
いることがうかがえます。北アメリカ原産のオオハ
ンゴンソウは、津野町天狗池での生育情報があり、
今回改めて調査を行い、大きな集団をつくって広く
繁茂していることが確認されました。　ハルガヤはユーラシア原

産で冷涼な気候を好むため
か、中山間地域の牧草地周
辺で確認されています。植
物体も地味で見つけにくい
ためか、または分布が元々
少ないためか、送られてき
たサンプルは少なく、4市
町村 5サンプルにとどまり
ました。

※9種のうち、アゾラ・クリスタータとオオカワヂシャ、ボタンウキクサは、2017年の調査では確認されませんでした。

特定外来生物（植物）の調査結果みんなで調べる高知県の外来植物の調査結果

分布図の背景地図は国土交通省国土政策局「国土数値情報（行政区域データ、平成 12
年）」および「国土数値情報（道路データ）」をもとに外来植物調査事務局が編集・加工 .

イリオモテアサガオ
ヤナギバルイラソウ
メリケントキンソウ
オオキンケイギク
ハルガヤ
道路

外来種防除の取り組み
　2017年は外来植物の分布と生育状況の調査に
加えて、一部の種については除去活動にも取り組
みました。オオハンゴウソウが確認された天狗池
は天狗森林公園に含まれており、周辺は自然度が
高く、オオハンゴンソウが繁茂すると在来種への
影響が懸念されます。そこで、調査ボランティア
有志と津野町、環境共生課と協働で除去活動を 2
回実施しました。オオハンゴンソウはわずかな根
でも残れば再生することから、完全に駆除するた

めには数年間駆除活動を続けて行く必要がありま
す。
　オオキンケイギクについても、高知県環境共生課
が注意喚起のチラシを作成・配布し、また自治体の
職員を対象にした勉強会を開催（2017年 8月）
するなど、防除の取り組みが始まっています。当財
団ではさらに県や市町村と連携を図り、特定外来生
物（植物）や注意が必要な外来種の防除に向けて取
り組んでいきたいと思います。 20190109

Ipomoea sp. 198 37
Ruellia simplex C.Wright 153 31
Soliva sessilis Ruiz et Pav. 30 13
Anthoxanthum odoratum L. 5 4
Coreopsis lanceolata L. 283 37
Sicyos angulatus L. 3 1
Myriophyllum aquaticum (Vell.) Veldc. 18 11
Gymnocoronis spilanthoides (D.Don ex Hook. et Arn.) DC. 3 2
Rudbeckia laciniata L. 2 1
Senecio madagascariensis Poir. 5 4


